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A・研究目的 

本邦において2000年頃から増加している好酸

球性消化管疾患（eosinophilic gastrointestinal 

disorders; EGIDs）は消化管に好酸球浸潤を主体

とした炎症が持続する結果、様々な消化器症状

や機能異常をきたす疾患の総称である。新生児

から乳児に多い「食物蛋白誘発胃腸炎」、幼児か

ら成人に多い「eosinophilic esophagitis（EoE）」、

「eosinophilic gastroenteritis（EGE）」に分類され

る。EoE は嚥下障害やつかえ感などを主症状と

し、一方、EGEは嘔吐、腹痛、血便、蛋白漏出に

よる栄養障害などが生涯にわたる難治性疾患であ

る。研究班において全国の消化管内視鏡検査可能

施設を対象におこなったアンケート調査では、EoE 

とEGEが5,900名存在し、うち持続型EGEは 2,300

名と推定された。 

持続型 EGE の標準治療は、長期ステロイド内服

であり、副作用懸念があることから、研究班では 

「多種食物除去と原因食物同定療法」を実施し、

約 60％の持続型 EGE では、長期寛解維持が可能と

の結果を得た。しかし一方では、食餌療法は半数

の EGE に反応せず、他の副作用の少ない抗炎症治

療開発が望まれる。 

これまでの研究成果から、EGIDs が本邦で増加

していること、疾患が難治性で診療に苦慮するこ

となどから、EGIDs のさらなる啓蒙や情報収集、

さらに診断や治療の診療体制構築が急務であるこ

とは言うまでもない。そこで、本研究では、①EGID

情報センターWeb 公開（患者、医師向け）、②EGID

レジストリープロジェクト、③EGID 診療体制構築、

④Minds 準拠ガイドラインの４つを主目標として

研究を遂行していくこととした。 

 

B.研究方法 

研究分担者（石原）は、①EGID 情報センター

Web 公開（患者、医師向け）、③EGID 診療体制

構築（成人患者を対象）を担当した。 

①EGID 情報センターWeb 公開（患者、医師向け）

の情報作成 

EGE の基本情報掲示を目的とする。一般の方

が、内容を容易に理解できるようにし、作成済

みの Minds 準拠ガイドラインや食餌治療プロト
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コールへと誘導する。食餌療法について、詳細

理解できるページ作成。各原因食物に応じて、

除去調理が行えるようにする。 

③EGID 診療体制構築  

1. 消化管内視鏡検査を適切に行える病院 

2. 食物除去に習熟した拠点病院 

を都道府県で示し、診断治療を小児-成人にわた

り行える診療体制構築、Web 公開する。 

 

C.研究結果 

❶EGID 情報センターWeb 公開（患者、医師向け）

の情報作成 

下記の項目を選定しEoEとEGEについてWeb

公開用の情報作成をおこなった。 

1. EGIDs とは（EGE, EoE について） 

2. 自然歴、予後 

3. 内視鏡組織検査による診断方法、病

理の見方、好酸球カウント方法 

4. 鑑別疾患 

5. 診療の流れ 

6. 治療方法 

7. Minds 準拠ガイドライン、食餌治療

プロトコール 

 

➌EGID 診療体制構構（成人患者を対象） 

1. 上下部消化管内視鏡と組織検査を適

切に行え、成人の EGIDs 診療に真摯

に取り組むことができる医療機関、

厚労省の「難治性炎症性腸管障害に

関する調査研究」などで腸管炎症の

専門家が在籍する医療機関を中心に

選定した（各都道府県 2-4 施設を目

標）。現在までに 65 施設を選定した。 

2. 食物除去治療に習熟したアレルギー

基本法に定める拠点病院であって非

即時型の食物除去治療も行える機関

を選定することを目的とした。食物

除去治療を成人に対しておこなえる

施設は数病院であり、十分な選定に

は至っていない。 

 

D.考察 

患者・医師を対象とした「EGID 情報セン

ターWeb 公開」の情報作成についてはほぼ完

了しており、今後の Web 公開後の成果の把

握が必要となる。一方、専門病院選定を含

めた「診療体制構築」については、診断面

ではある程度選定は可能であったが、食物

除去治療を成人に対しておこなえる施設非

常に少なく、今後の重要な課題の一つと考

えられた。今後もアンケート調査などによ

って、診療現場の意見を聞くことが必要と

なる。 
 

E.結論 

患者・医師を対象とした「EGID 情報セン

ターWeb 公開」の情報作成、および EGID 診

療体制構築（成人患者を対象）を勧めた。

今後は、アンケート調査などによる現場の

意見のフィードバックが不可欠であり、そ

の結果を今後の研究に生かす必要がある。 
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